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項  目 要  約 

１．研究開発の概要 過酷事故環境へ適用可能な基盤技術として革新的原子炉システ

ムの安全性・信頼性強化に資するため、耐熱・耐放射線性(X 線、γ

線、中性子線)にすぐれたγ線計測用ダイヤモンド放射線検出器及

び前置増幅器用ダイヤモンド電界効果トランジスタを開発するこ

とを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）γ線計測用 MIM 型ダイヤモンド放射線検出器の開発 

２）ダイヤモンド金属-絶縁体-半導体電界効果トランジスタ

（MISFET）の開発並びにγ線計測用 pin 型ダイヤモンド放射線 

検出器の開発 

３）ダイヤモンド金属-半導体電界効果トランジスタ（MESFET）の

開発 

４）前置増幅器と計装システムの検討 

 

２．総合評価 耐熱・耐放射線性(X線、γ線、中性子線)に優れたγ線計測用ダ

イヤモンド放射線検出器及び前置増幅器用ダイヤモンド電界効果ト

ランジスタを開発することは、過酷事故時環境下での放射線安全性

向上にとり重要な研究課題である。 

事業は計画通り進捗しており、放射線計測技術の分野において、

ダイヤモンドを用いた原子炉用半導体デバイスの開発という世界

的な成果が期待できる。今後は下記項目に留意して事業を完遂する

ことを望む。 

１．ダイヤモンド／金属界面もしくはセラミック／金属界面に対す

る耐放射線性の検討を十分行うこと。 

２．実用化に当たっての製造過程で予想される課題を検討するこ

と。 

Ａ．期待以上もしくは期待通りの成果が見込め、継続すべきである。 

Ｂ．ほぼ期待通りの成果が見込め継続すべきであるが、計画の一部見直しが必要である。 

Ｃ．進捗に大きな遅れがあるなど、成果がほとんど見込めない。 

 

Ａ 


